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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成21年3月5日(2009.3.5)

【公表番号】特表2004-519450(P2004-519450A)
【公表日】平成16年7月2日(2004.7.2)
【年通号数】公開・登録公報2004-025
【出願番号】特願2002-552911(P2002-552911)
【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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   Ａ６１Ｐ  17/00    　　　　
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   Ａ６１Ｐ  19/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/28    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    　　　　
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   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
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【誤訳訂正書】
【提出日】平成21年1月8日(2009.1.8)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】請求項１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項１】　式Ｉ
【化１】

式中、
Ｒ１およびＲ２は、それぞれ相互に独立して、Ｈ、ＯＨ、ＯＲ４、ＳＲ４、ＳＯＲ４、Ｓ
Ｏ２Ｒ４またはＨａｌであり、Ｒ１およびＲ２は、かわりにともに－Ｏ－ＣＨ２－Ｏ－で
あってもよく、
Ｒ３は、Ｈａｌ、ＯＨ、ＯＡ１、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨＡ１、ＮＡ１Ａ２、ＣＮ、ＣＯＯ
Ｈ、ＣＯＯＡ１、ＣＯＮＨ２、ＣＯＮＨＡ１、ＣＯＮＡ１Ａ２、ＮＨＣＯＡ１、ＮＨＳＯ

２Ａ１、ＮＨＣＯＯＡ１、
【化２】
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であり、
Ｒ４は、Ａ１、３～７個の炭素原子を有するシクロアルキル、４～８個の炭素原子を有す
るアルキレンシクロアルキルまたは２～８個の炭素原子を有するアルケニルであり、
Ａ１およびＡ２は、それぞれ相互に独立して、１～５個のＦおよび／またはＣｌ原子また
はＯＨ－基で置換されていてもよい１～１２個の炭素原子を有するアルキルであり、Ａ１

およびＡ２は、かわりにともに３～７員環のシクロアルキルまたはシクロアルキレンであ
ってもよく、ここで１または２以上のＣＨ２基は、－Ｓ－、－Ｏ－、－ＮＨ－、－ＮＡ１

－、－ＮＣＯＡ１－または－ＮＣＯＯＡ１－で置き換えられてもよく、
Ｘは、ＨまたはＨａｌであり、
Ｈａｌは、Ｆ、Ｃｌ、ＢｒまたはＩであり、
および
Ｑは、１～１５個の炭素原子を有するアルキルまたはアルケニルであり、ここで１～５個
の－ＣＨ２－基は、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＳＯ２－、－ＣＨ(Ｈａｌ)－、－Ｃ(Ｈａｌ)２－
、－ＣＨＡ１－、－ＣＡ１Ａ２－、－ＮＨ－または－ＮＡ１－により置換されていてもよ
い、
で表される化合物およびその塩およびその溶媒和物。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００２】
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【化２１】

であり、
Ｒ４は、Ａ１、３～７個の炭素原子を有するシクロアルキル、４～８個の炭素原子を有す
るアルキレンシクロアルキルまたは２～８個の炭素原子を有するアルケニルであり、
Ａ１およびＡ２は、それぞれ相互に独立して、１～５個のＦおよび／またはＣｌ原子また
はＯＨ－基で置換されていてもよい１～１２個の炭素原子を有するアルキルであり、Ａ１

およびＡ２は、かわりにともに３～７員環のシクロアルキルまたはシクロアルキレンであ
ってもよく、ここで１または２以上のＣＨ２基は、－Ｓ－、－Ｏ－、－ＮＨ－、－ＮＡ１

－、－ＮＣＯＡ１－または－ＮＣＯＯＡ１－で置き換えられてもよく、
Ｘは、ＨまたはＨａｌであり、
Ｈａｌは、Ｆ、Ｃｌ、ＢｒまたはＩであり、
および
Ｑは、１～１５個の炭素原子を有するアルキルまたはアルケニルであり、ここで１～５個
の－ＣＨ２－基は、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＳＯ２－、－ＣＨ(Ｈａｌ)－、－Ｃ(Ｈａｌ)２－
、－ＣＨＡ１－、－ＣＡ１Ａ２－、－ＮＨ－または－ＮＡ１－により置換されていてもよ
い、
で表される化合物およびその塩およびその溶媒和物に関する。
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